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事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業 事業計画期間 平成27年度～平成31年度（５年間）

（ひだか）
事業実施地区名 日高森林計画区 事業実施主体 北海道森林管理局
（都道府県名） （北海道） 日高南部森林管理署

事業の概要・目的 当事業は、日高森林計画区のうち、厚別川、新冠川、静内川、三石川、元浦川、日高
幌別川流域の新冠町、新ひだか町、浦河町、えりも町に所在する約130.2千ｈaの国有林
を対象としている。

当計画区内の森林は、トドマツ・エゾマツ・ミズナラ・イタヤカエデ等が混交する天
然林を主体として、一部トドマツ・カラマツ等の人工林で構成されている。

本地域の大半が水源かん養保安林に指定され、水源涵養機能の発揮が期待されるとと
か ん

もに、ケリマイ川上流域、厚別川上流域及び新冠川中流域の両岸は、土砂流出防備保安
林に指定されるなど、水源涵養機能や山地災害防止機能の発揮が期待されている。さら

か ん

に、沿岸部の漁業等への影響から水質保全について地元要請の高い地域でもあるため、

これらの地域は主に「山地災害防止タイプ」及び「水源涵養タイプ」に区分し、森林整
か ん

備及び治山事業の計画的な実施により、災害に強い森林づくりに努めることとする。
また、中ノ岳、神居岳、ピリカヌプリ及びペテガリ岳周辺は豊かな自然環境を有して

いることから日高山脈襟裳国定公園、日高山脈森林生態系保護地域に指定され、自然環
境及び自然景観の維持・保全を図ることを期待されているため、主に「自然維持タイ
プ」に区分し管理経営を行う。

当事業は、これらの地域の特性を踏まえて、森林の有する公益的機能の持続的発揮、
また、地球温暖化の防止や生物多様性の保全等に貢献するため、積極的に間伐を推進す
るとともに、針広混交林化・複層林化等を促進するため、育成複層林へ導くための施業
等を推進し、健全で多様な森林の整備・保全及びその基盤となる林道等の路網の整備を
進める。この場合、土砂の流出、水質汚濁の防止等に配慮し、森林生態系の保全に努め
るものとする。

主な事業内容 森林整備 更新面積 35 ha
保育面積 7,139 ha

路網整備 開設延長 76.2 Km
改良延長 0.6 Km

総 事 業 費 2,105,830 千円

費用対効果分析 総 便 益（Ｂ） 18,661,749 千円

総 費 用（Ｃ） 2,743,549 千円

分析結果（Ｂ／Ｃ） 6.80

森林管理局事業評価 必要性、有効性、効率性の観点から事業実施が妥当であると考える。
技術検討会の意見

評価結果 ・必要性： 本地域は、大半が水源かん養保安林に指定されており、また、沿岸部の漁
業等に対する水質の配慮が求められている地域であり、更に、地球温暖化防
止対策や国土保全の観点からも事業の必要性が認められる。

・効率性： 費用対効果分析の結果から、事業の効率性が認められる。
・有効性： 本地域は、主に急峻な日高山脈の上流域に位置しており、地域の水源とし

て基幹産業である農業や沿岸資源に依存した水産業の振興に資する役割を担
っているため、計画的な森林整備により、森林の有する機能の発揮が十分図
られることから、事業の有効性が認められる。

新規地区採択に当たっての審査項目（チェックリスト）、費用対効果分析及び各観点
からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に評価したところ、森林の重視するべき機能
（特に水源涵養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的に計画されていると認

か ん

められる。








